
様式第２号(法施行規則別記様式第二)                     様式盛２ 

 宅地造成又は特定盛土等に関する工事の許可申請書  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 宅地造成及び特定盛土等規制法           の規定

により、許可を申請します。 

 

       年   月  日 

（宛先） 

大津市長 ○○ ○○ 様 

                  

        申請者 住所 大津市琵琶一丁目１番１号 

               株式会社琵琶開発 

            氏名 代表取締役 琵琶 太一 

※手数料欄  

1 工 事 主 住 所 氏 名 

(法 人 役 員 住 所 氏 名)  

大津市琵琶一丁目１番１号 

株式会社琵琶開発 代表取締役 琵琶 太一 

（別紙参照） 

2 設 計 者 住 所 氏 名  
大津市希望が丘二丁目２番２号 

株式会社希望測量設計 希望 信二 

3 工 事 施 行 者 住 所 氏 名  
大津市別所三丁目３番３号 

株式会社御陵建設 代表取締役 御陵 三男 

4 土 地 の 所 在 地 及 び 地 番 

( 代 表 地 点 の 緯 度 経 度 )  

 

大津市開発一丁目字調整１１１番、１１２番及び１１３番 

(緯度：  ３５ 度  １ 分  ４．０秒、 

経度：  １３５ 度 ５１ 分 １７．２秒) 

5 土 地 の 面 積  ９２５．３５平方メートル  

6 工事着手前の土地利用状況 農地 

7 工 事 完 了 後 の 土 地 利 用 分譲住宅用地４区画及び隣接造成地１区画 

8 盛 土 の タ イ プ 平地盛土・腹付け盛土・谷埋め盛土 

9 土 地 の 地 形 渓流等への該当  有 ・ 無 

10 

 

 

工 

 

 

事 

 

 

の 

 

 

概 

 

 

要 

イ 盛土又は切土の高さ 盛土２．５メートル、切土０．３メートル  

ロ 盛土又は切土をする土地の

面積  

盛土６５７．５４平方メートル 

切土２６７．８１平方メートル  

ハ 盛土又は切土の土量 
盛  土 １２３．４５立方メートル 

切  土 ６７．８９立方メートル 

ニ 擁 壁 

番  号 構  造 高  さ 延  長 

① 重力式擁壁 １．１ｍ ５．５ｍ 

② L 型擁壁 １．５ｍ ３１．２ｍ 

③ ブロック積 １．１～１．５ｍ ７．８ｍ 

ホ 崖 面 崩 壊 防 止 施 設 

番  号 種  類 高  さ 延  長 

    

    

第 12 条第 1項 

第 30条第 1項 

緯度及び経度は、秒の値を

小数点以下第１位まで記入

すること。 

造成計画平面図の番号と

整合させること。 

法人役員（取締役など）の住所

氏名を全て記入すること。欄が

足りない場合は「（別紙参照）」

と表示し、別紙で一覧表を添付

すること。 

該当しない項目がある場合は斜線を引くこと。

盛土・切土の最大高さを 

それぞれ記入すること。 

盛土・切土の合計面積を 

それぞれ記入すること。 

日付は受付時に窓口で記入すること。 

。 

大津市長名を記入すること。 

設計説明書の「事業の目的」 

と整合させること。 



ヘ 排 水 施 設 

番  号 種  類 内法寸法 延  長 

① ＰＵ３側溝 B0.3m×H0.3m ５０．５ｍ 

② ＰＵ３側溝 B0.4m×H0.4m ３５．０ｍ 

③ 土留可変側溝 B0.5m×H0.8m ２５．０ｍ 

④ 集水桝 □0.5m×H0.7m ６箇所 

ト 崖 面 の 保 護 の 方 法 張芝 

チ 崖面以外の地表面の保護 

の方法  
種子吹付 

リ 工事中の危害防止のため 

の措置  

（１）仮囲い（ガードフェンス）の設置 

（２）土砂の区域外への流出防止を目的とした排水施設の

設置 

（３）車両出入口への交通誘導警備員の配置 

ヌ そ の 他 の 措 置 （１）軟弱地盤（表土）の剥ぎ取り又は表層改良 

ル 工事着手予定年月日 許可後 

ヲ 工事完了予定年月日 着手後１５０日間 

ワ 工 程 の 概 要 別紙工程表のとおり 

11 そ の 他 必 要 な 事 項  道路法、下水道法、農地法 

※受  付  欄 ※決 裁 欄 ※ 
許可に当たっ

て付した条件 
※許 可 番 号 欄 

年   月   日 
   

   

 
年   月   日  

第         号 第        号 

係員氏名  係員氏名  

〔注意〕  

1 ※印のある欄は記入しないでください。  

2 申請者、1欄の工事主、2欄の設計者又は3欄の工事施行者が法人であるときは、氏名

は、当該法人の名称及び代表者の氏名を記入してください。  

3 1 欄の工事主が法人であるときは、工事主住所氏名のほか、当該法人の役員住所氏名

を記入してください。  

4 2 欄は、資格を有する者の設計によらなければならない工事を含むときは、氏名の横

に○印を付してください。  

5 3 欄は、未定のときは、後で定まつてから工事着手前に届け出てください。  

6 4 欄は、代表地点の緯度及び経度を世界測地系に従つて測量し、小数点以下第一位ま

で記入してください。  

7 8 欄は、該当する盛土タイプに○印を付してください(複数選択可)。  

8 9 欄は、渓流等(令第 7 条第 2 項第 2 号に規定する土地をいう。)への該当の有無のい

ずれかに○印を付してください。  

9 11 欄は、宅地造成又は特定盛土等に関する工事を施行することについて他の法令によ

る許可、認可等を要する場合においてのみ、その許可、認可等の手続の状況を記入して

ください。  

   

  

雨水排水計画平面図の 

番号と整合させること。 

着手予定年月日は

「許可後」、工事完了

予定年月日は「着手

後●日間」と記入す

ること。また、工事

期間は工程表と整合

させること。 

崖面を擁壁以外で保護する

場合に記入すること。 


